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○矢板市木幡北山はつらつ館設置条例 

平成17年９月30日条例第37号 

改正 

平成17年12月20日条例第71号 

平成29年３月23日条例第10号 

令和５年12月７日条例第26号 

矢板市木幡北山はつらつ館設置条例 

矢板市はつらつ館設置条例（平成14年矢板市条例第８号）の全部を改正する。 

（設置） 

第１条 高齢者相互のふれあいと地域の子供との交流を含めた生きがい活動を通し、保健福祉の充

実を図るため、矢板市木幡北山はつらつ館（以下「はつらつ館」という。）を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条 はつらつ館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

名称 木幡北山はつらつ館 

位置 矢板市木幡2584番地２ 

（事業） 

第３条 はつらつ館は、次に掲げる事業を行う。 

(１) 高齢者の保健予防に関すること。 

(２) 高齢者の生活支援に関すること。 

(３) 高齢者の閉じこもり防止に関すること。 

(４) 地域の子供と高齢者のふれあい交流による趣味、スポーツ及びレクリエーション等生きが

い活動に関すること。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要があると認める事業 

（指定管理者による管理） 

第４条 市長は、地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項の規定に基づき、市が指定

する法人その他の団体（以下「指定管理者」という。）にはつらつ館の管理を行わせるものとす

る。 

（指定管理者の業務の範囲） 

第５条 指定管理者が行う業務は、次に掲げるとおりとする。ただし、市長のみの権限に属する事

務に係る業務については、これを除くものとする。 
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(１) 第３条各号に掲げる事業に関する業務 

(２) はつらつ館の利用の許可及び取消しに関する業務 

(３) はつらつ館の施設及び設備の維持管理に関する業務 

(４) はつらつ館の利用料金の徴収に関する業務 

（開館時間） 

第６条 はつらつ館の開館時間は、午前９時から午後４時までとする。ただし、指定管理者は、必

要があると認めるときは、市長の承認を得てこれを変更することができる。 

（休館日） 

第７条 はつらつ館の休館日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(３) 12月29日から翌年１月３日までの日 

２ 指定管理者は、特に必要があると認めるときは、市長の承認を得て臨時に休館し、又は休館日

を変更することができる。 

（利用者の範囲等） 

第８条 はつらつ館を利用できる者は、本市に住所を有するおおむね65歳以上の者とする。ただし、

指定管理者が、はつらつ館の管理運営上支障がないと認めるときは、市長の承認を得て利用させ

ることができる。 

２ 指定管理者は、次の各号のいずれかに該当する者の入館を禁止し、又は退館させることができ

る。 

(１) 感染性疾患のある者 

(２) 他人に迷惑になる物品若しくは動物の類を携帯する者 

(３) 他人に危害を及ぼすおそれがあると認められる者 

(４) その他管理上支障があると認められる者 

（利用の許可） 

第９条 はつらつ館の施設、附属設備及び備品（以下「施設等」という。）を利用しようとする者

は、指定管理者の許可を受けなければならない。 

（利用の制限） 

第10条 指定管理者は、管理運営上支障があると認めるときは、施設等の利用を停止し、又は前条

の許可を取り消すことができるものとする。 
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（利用料金） 

第11条 第９条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、利用料金を指定管理者に支払わ

なければならない。 

２ 利用料金は、１人１日100円以内で、市長の承認を得て指定管理者が定める。 

３ 市長は、指定管理者に利用料金を当該指定管理者の収入として、収受させるものとする。 

（損害賠償） 

第12条 利用者は、はつらつ館の施設等を故意又は重大な過失により損傷し、又は亡失したときは、

これを修理し、又はその損害を賠償しなければならない。 

（市長による管理） 

第13条 市長は、はつらつ館の管理を行わせる指定管理者を指定する暇がないときその他やむを得

ないときは、第４条の規定にかかわらず、その管理を行う。 

２ 前項の場合においては、第６条中「指定管理者は、必要があると認めるときは、市長の承認を

得て」とあるのは「市長は、必要があると認めるときは」とし、第７条第２項中「指定管理者は、

特に必要があると認めるときは、市長の承認を得て」とあるのは「市長が、特に必要があると認

めるときは」とし、第８条第１項中「指定管理者が、はつらつ館の管理運営上支障がないと認め

るときは、市長の承認を得て」とあるのは「市長が、はつらつ館の管理運営上支障がないと認め

るときは」とし、同条第２項中「指定管理者」とあるのは「市長」とし、第９条及び第10条中「指

定管理者」とあるのは「市長」とし、第11条第１項中「指定管理者」とあるのは「市長」とし、

同条第２項中「市長の承認を得て指定管理者が」とあるのは「市長が」とする。 

３ 第１項の規定により、市長がはつらつ館の管理を行う場合においては、第５条及び第11条第３

項の規定は適用しない。 

（委任） 

第14条 この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行前に改正前の矢板市はつらつ館設置条例（平成14年矢板市条例第８号）の規定

によりなされた処分、手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされた処分、手続その

他の行為とみなす。 
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附 則（平成17年条例第71号） 

この条例は、平成18年１月１日から施行する。 

附 則（平成29年３月23日条例第10号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（令和５年12月７日条例第26号抄） 

（施行期日） 

１ この条例は、令和６年４月１日から施行する。 


